
 

 

 

 

 

 

平成 30年度 第 3 回番組審議会 
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株 式 会 社 エ フ エ ム 戸 塚 

横浜市戸塚区川上町 91 番地 1 

平成 30年 9月 13 日 



平成 30年度 第 3 回番組審議会 議事録 

○ 日 時 ：平成 30 年 9月 19 日（木）10:30～12:00 

○ 場 所 ：株式会社エフエム戸塚 会議室 

○ 出 席 者 ：番組審議委員 4名 

金子富康、齊藤真美奈、齋藤進治、岩崎高広 

（欠席：井上弘毅） 

〇  事 務 局 ：顧問・紺野望、局長・市川靖典 

○ 議 事 録 ：番組審議会事務局作成 

 

■議題 

1. 番組：8月 22 日（水）放送番組 「Evening Station」について 

（放送時間 平日 17:00～19:55、パーソナリティ：壹岐充恵） 

2. 放送番組全般に関するご意見・ご感想について 

3. その他ご意見ご感想について 

 

■議事 

１.番組：  8 月 22 日（水）「Evening Station」について関するご意見 

～番組の説明～ 

この番組は、「聴いてお得！トリプルハッピーをお届け！」をコンセプトに平日、月曜日から

金曜日までの朝、午後５時から午後６時 55分まで、月曜日から金曜日まで５人のパーソナリテ

ィが担当。ニュース・交通情報・天気予報のほか、２時間の番組中には、曜日ごとにＳＨＯＰ

紹介をはじめ、多彩なコーナーがあります。本日は、金曜日、パーソナリティ・壹岐充恵の番

組を審議していただきます。  

 

―各審議委員からの意見は次の通り。 

審議委員（Ａ) 

・移動している時に、ニュース、天気、交通情報など、必要な情報を聞くことができる番組で

ある。ドライバーなど、運転しながら頭を悩ませることなく聴ける。 

・パーソナリティが楽しそうに話しているのが印象的であった。選曲もアップテンポのものが

多くよかった。 

・2時間番組を貫くテーマを設定していたようであるが、途中に伏線がなく、最後の最後で話

題として出していた。もっと構成に工夫があってもよい。 

 

審議委員（Ｂ) 

・押しつけがなく、聴きやすい番組であった。耳にすっと入ってきた。 



・戸塚の隠れた人物を紹介するコーナーは地域の放送局としてとてもよかった。 

 

審議委員（Ｃ） 

・嫌味がなく、くだけ過ぎず、親しみが持てた。何かをしながら聴ける良い番組である。 

・冬瓜の簡単レシピの紹介がとてもよかった。私もこんな簡単なら作ろうかしら、と思えた。 

 冬瓜という名前の由来を説明していたが、「なるほどなぁ」と改めて認識した。 

・交通情報がちょっと長いような気がした。 

 

審議委員（Ｄ） 

・今日のテーマ（チンチン電車の日）については、もう少し盛り込んだほうがよかった。 

 番組の最後の時間で紹介していたが、前半で１つ位、後半に入ってもう一つ、パーソナリテ

ィの思い出の電車の話を挟んだら、効果的であったように思う。メールの来ている量にもよ

るが、 

多ければメールをなければ自分の思い出電車など話してもよかったように思う。 

・話し方や声の明るさなど聴きやすく、スマートに放送が進められ、これまでの放送の中で、 

一番聴きやすかった。 

 

審議委員（Ｅ） 

・２時間の番組の割には情報量が少なく感じた。しかし、ドライバーのリスナーを想定してい

るのであれば、ラジオに集中しすぎず運転をしながら聴けて良い。また、交通情報も多かっ

たという意見もあるが、私は詳しくてよかったように思います。 

・簡単な料理レシピの紹介があったが、耳で聞くラジオでの紹介は、分かり易くて美味しそう

に感じた。新鮮で良かったように思います。 

 

―各審議委員からの意見に対し、事務局からの回答は以下の通り。 

・本日のテーマについて寄せられたご意見は、事前に構成をどうしていくかという準備の問題

である。パーソナリティとも話し合い、一貫したテーマを設けた場合の構成力をつけていき

たい。 

 

 

2．放送番組全般に関するご意見・ご感想について及び、3. その他ご意見ご感想について 

審議委員（Ｂ） 

・ニュースの選び方の基準は何かあるのか。意見の分かれる社会的な問題のニュースなどの扱

いはどうするのか 

 

審議委員（Ｃ) 



・来年は戸塚区制 80周年の佳節にあたる。エフエム戸塚も 10周年となるので、コラボ企画な

どを検討した方がよい。 

 

 

―各審議委員からの意見に対し、事務局からの回答は以下の通りである。 

・ジャーナリズムの視点を持つことも大事であるが、コミュニティＦＭは、市民が創るラジオと

いう特性があるので、「報道」する姿勢が育つには時間がかかるとともに、またジャーナリス

トとしての視点を持つまでに育成されていない。地域メディアとしては難しい課題です。 

・ニュースを伝える方法として、できる限り中立性を保つようニュース提供原稿を客観的に読ん

で伝えるようにしている。 

・番組ではニュース、交通情報、トピックスを伝える時の話し方に工夫をするよう指導をしてい

る。今後、しっかりと局として育んで行きたい。 

・戸塚区と力を合わせて８０周年、１０周年に見事な節を飾れるよう、取り組んでいきたい。具

体的には今後、協議を進めていく。 

 

■審議会は、次回の日程を確認し終了した。 

次回開催日：平成 30年 11月 15 日（木）10：30～12:00 


